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予子会害零彗ま者た

費
':掌

驚

軍轟彙穏
京急本線安針塚駅を出発 し、住宅街

をぬけて塚山公園へ。公園内には港の

見える丘や按針塚など見どころも多い

ので 日寺間があれば立ち寄ろう。
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``17イ

ダ

で約50分も森林浴を楽

しみながら、森戸川沿
いの広い道を1時 F03ほ ど

歩して森戸林道終点 ^＼
.

林道終点から沢を渡っ

て急斜面を登り、中尾

根へと出る。細い尾根

道を歩ま 南中峠を越

えて子L頭 山へと到着す

る。
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藪嬢 品川駅から京急本線快速特急で金沢文庫
駅、浦賀行き各駅停車に乗り換え安針塚駅。約
50分。

襲罰「風早橋Jから京急バス「逗子駅J行き10
分の終点下車。逗子駅から横須賀線で品川駅。
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全体 として急で歩きにくぃ登山道が多いので 注
意すること。荒れた道や倒木も多いため、けがを

防ぐためにも半ズボンはなるべく避け、しっかりし
た素材のトレッキングバンツを履ぃたほうがよぃだ

ろう。また、三浦半島は、三浦層土とぃう特有の

上でできており、雨が降ると非常に滑りやすくなる
ため、雨の後はコースを十分に選ぶこと。
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前
後
の
広
大
な

山
域
．
仙
元
山
、
畠
山
、

乳
頭
山
や
森
戸
川
が
含
ま

三
浦
ア
ル
プ
ス
の
南
尾

根
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
細

い
道
が
あ
る
。
上
山
口
分

岐
や
観
音
塚
な
ど
か
ら
も

民
家
に
つ
な
が
る
道
が
あ
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多
く
、
ま
■
一一一を
〒
の

よ
う
な
豊
か
な
自
然
か
残

る
た
め
、
本
格
的
な
山
歩

き
を
堪
能
で
き
る
。

る
の
で
、
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー

ト
と
し
て
活
用
し
よ
う
。

ま
た
、
森
戸
林
道
か
ら
の

コ
ー
ス

（下
記

パ

リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」
参
照
）

の
場
△
只

林
道
終
点
か
ら

分
岐
を
左
手
に
進
め
ば
、

二
子
山

（２
０
８
ｍ
、
展

望
云
こ

に
も
登
頂
可
能
。

●

作:呵椒抒糞屏ず
ンネルをぬけると登山道へ。

乳醸歯

澤聯指fu掏
ほど山道を歩くと予L頭山へ到着。

‐ ■山l ll奔 叢

幸]酪卓[襦鞣摯
へ。間違えて左に行かないよう注意。

, 緩青奪

姜炸鑽珈緞ι
ダウンも激しいので かなりきつい。

イJ贅元轟

要]鵞會言:「予釉
多い道を経ζ イ山元山の頂上へ。
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林
道
終
点
の
分
岐
に
て
。

こ
こ
で
乳
頭
山
と

二
子
山
へ
と
道
が

分
か
れ
て
い
る
。

本文前半で紹介した

コ塚 ゑ 森戸林道から

仙元山をめぐるルート。
三浦アルプスの中では

人気があるコ=スで 多

くのハイカーが訪れる。

まま 京浜急行の新逗

子駅を出発し、桜山トン

ネルを越え、車道をた

どり森戸林道のゲートま

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス

醐所］燈柚哺哄ケ醐舗
ψ舞
つ（れ喘詢浸一発行
の地図にはすでに掲載されており、

ν
か
る

森
戸
林
道
か
ら

中
尾
根
コ
ー
ス豪

森
戸
川
沿
い
の
広
い
林
道
を
経
由
し
て
中
尾
根
へ
。
中
尾
根
は
ヤ
セ
尾
根
な
の
で
注
意
し
て
歩
こ
う
。
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横須賀市観光協会8046・ 822・ 8301  逗子市経済観光課8046・ 873・ 111:


